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【
通
釈
】
黄
州
の
豚
肉
は
上
質
で
、
値
段
は
土
の
よ
う
に
安
い
と
い
う
の
に
、
金
持

ち
は
食
い
た
が
ら
な
い
し
、
貧
乏
人
は
調
理
法
を
知
ら
な
い
。
ゆ
っ
く
り
火
を
つ
け
、

水
は
少
な
め
。
十
分
グ
ツ
グ
ツ
に 

煮
れ
ば
、
自
然
に
う
ま
く
な
る
。
毎
日
起
き
た

ら
一
碗
作
る
。
自
分
で
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
そ
れ
で
い
い
。
他
人
の
知
っ
た
こ
と

で
は
な
い
。 

「
価
銭
、
他
、（
人
以
外
の
も
の
）
、
打
（
料
理
な
ど
を
作
る
）
、
自
家
（
自
分
）
」
な
ど
。
口
語
語
彙

を
多
用
し
た
。
戯
れ
歌
で
あ
る
。
古
来
、
花
鳥
風
月
を
描
い
た
詠
物
詩
は
数
多
い
が
、
こ
の
よ
う
に

豚
肉
を
、
し
か
も
自
分
で
そ
れ
を
料
理
す
る
や
り
方
を
描
い
た
と
い
う
の
は
珍
し
い
。
グ
ル
メ
の
東

坡
先
生
な
ら
で
は
の
作
で
あ
る
。
中
華
料
理
で
。
〝
東
坡
肉
ト
ン
ポ
ー
ロ
〟
と
い
う
豚
肉
の
角
煮
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
詩
に
基
づ
い
て
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 
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抄
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